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タイムープレッシャー法による反応性物質の

燃焼挙動に関する研究 (第2報)

酸化剤-セル ロース系組成物 の燃焼特性 に及 ぼす

酸化剤 の種類 の影野

田村 良三◆,三浦文一●,平尾勝彦●●,大内博史●++

伊藤 葵●.吉田忠堆●,村永浩太餌●+叫,

安部隆幸*+++,森崎 繋●■+++

改良型タイムーl/レ･/シャ一法 (T-P法)により,酸化剤一セル｡-ス系組成物の燃焼嘩

助を四べ,酸化剤の比較を行った｡

T-P法による圧力上昇の速さは.他の紬 法同掛こ酸兼バランスが0となる組成で叔大と

なる｡そこで.その執成での各酸化剤-セル｡-ス系組成物の圧力上昇の速さから.酸化剤の

燃焼の赦し三日こお上げナ好弓削こついて比放した結果.オキソハTZゲン酸塩析.特に過塩素酸ア

ンモニウムは敢しい燃焼性を与える酸化剤といえる｡

1. はじめに

反応性物質のエネルギー危険性の典故的評価法の一

つとして.碓曹らは改良型タイム1プレッシャー (T

-P)釈放袋田を用いて.反応性物質の燃焼の赦しさ
を定血的に評価することを釈みた1)｡その括果.改良

型T-P法は反応性物質の栃塊の赦しさをその圧力上

昇の速さから定丑的に評価できる有効な釈放法である

ことがわかった｡また,執政条件についても唖々検肘

し,市中飲助条件に関する知見を得た｡
奉報せにおいでは.以上の知見を基に改良型T-P

法を用いて代袋的な反応性物質である酸化剤I.e/レt)

-ス系組成物の燃焼の赦しさにおよはす酸化剤の堆頼
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の影執こついて検肘した括県を述べる｡

2.爽韓方法

2.1 拭 料

甘火刑としては市収の銑邦一枚品の鉛丹およびケイ

乗を成虫比で7:3の剖合に浪合したものを1g用い

た｡

可燃剤は市政の銑窮一級品のセル｡一六A(粒径 :

loo-200メ･Jシュ)を用い.酸化剤も市店の妖熊一歳
晶を用いた｡酸化剤とセIL･t,一久との混合は遼隔換作

が可能な小型混合税を用いて行った｡地車酸カlJウ

ムーセルt7-ス宗祖成物の燃焼時の圧力上井の速さに

およはナ混合方法の影響について四べた結果をTAble

lに示す｡Tablelより.組成物はiR合繊を用いて3

min岡混合することにより銅製した｡

2.2 拭験方法

前報I)で述べたように改良型T-P袋田を用い.標

準釈放条件で圧力が100psiから 300pSiおよび300

psiから5仰psiに到避するまでの時間から圧力上昇の

速さを求め.燃焼の激しさを肝癌した｡

3. 英畿結果と考帝

3.1 酸化剤-セルl)-ス蒋租成物の組成と軽焼の

激しさ

代史的酸化剤として塩瀬酸カリウム.梢放カリウム

および盤クE･ム酸カリr)ムを選び.酸化剤-セルt)-

ス系組成物の密閉下での鵬 の赦しさにおよぽナ組成

割合の彫轡について検肘した.措巣は,盤索敵カリウ
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Tablo1 EEEectsoEmixingconditionsonthedenagmtioJ)prOpCrticsoEtheKC103-Cellulose

mixturesbytherevisedtime-pressuretest

S8tnple :KCLOきく76wt.%)+eel)uLoseA(24wt.%).5g

Tgniter :Pb301(70wt_%)十Si(30wt.%).lg
Firingmethod:nichromewiremethodFromthelowerSide

Rupturedisc :brass.0.15mminthickness

Mixingmethod

Time

100-300psi 300-5(ppsi

(msec) (msec)

40 60 80

NC103Iwl.

I/'JFig.1 ErEectsoEtheKCtO8Contentonthed
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ime-pre-ss

uretC忠tSAmple:5g.prepredbymiJ(i
ngtor3nl

nuteSJgniter:Pb80..(70wl.%)+Si(30.wt.

%).lgFiringmethod:nichroEELe
WiremetJIOdEromt

helowersideRupturedisc:brass.0.15mm

inthiclmessムーセルt7-ス系

租成掛こついては Fig.1に,硝酸カl)ウムーセ

ルF'一久系組成物についてはFig.2にそれぞTL示す｡臥

皿クt'ム酸か)ウムーセルロース系紅成物ではいずれの組成のものにつ
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H酸化剤-セルロース系組成物の燃焼による

圧力上昇の速さは組成により異なり.酸素..'ラン

スが0付近で政大と

なる｡(2)燃焼による圧力上昇の速さは.酸化剤の租

掛 こより次のWに大

きい｡KICrIOl<KNOJ<KC

IOさI3I燃焼による圧力上昇の速さの組成による

変化はREITP-2計罫による反応熱,IMO燃塊速

度およびTNO燃焼速度の歩合と同様の僻向を

示す｡3.2 酸化剤-セルE)-ス系組成物の酸化剤

の牡輔と軽焼の

激 しさ靴 荊一七IL･I,-ス系組成物の燃焼による圧

力上昇の速さの組成による変化はREITP-2による反

応熱のet.辞任の租合とほぼ対応しているので,REITP

-2計掛 こより股大反応熱を与える組成を用いて各唖

の酸化刺-セルロース系組成物の燃焼による圧力上井

の速さを四べ,酸化剤による比較を行った｡結果はTab

Le2に

示す｡T8bLC2より,T-P法は酸化剤-セル｡-ス

系組成物の燃焼の赦しさの評価に有効であり,酸化剤

の燃焼の親しさにおよぽナ効果として次の知見が得ら

れた｡tlけ キソ-tJゲン酸盤系は激しい燃焼をおこ

し.その軽度は過塩素酸塩に比べて塩素巌盤が.

また.カリウム盤に比べてナトlJウム盤が大きい傾向を

示す｡(2)胡酸盤系ではナトJJウム盤.カI)ウム盤.

セシウム盤,アンモニr)ム盤の場合に比較的救し
い燃焼がおこるが,lJナウム盤.ストtZンナウム

盤.叔盤の場合にはゆるやかな燃焼を示し.その他

の金夙盤の租合には甘火による圧力上昇がほとんど見ら れなか

った｡I3)亜硝酸カリウムの場合は硝酸カlJウムの場

合と燃焼の赦しさはほぼ同軽度であるが.亜耐酸

ナトリウムの敏合は硝酸ナトリウムの場合に比べ

て位塊の激しさの軽度は小

さい｡(4)過マンガン酸カリウムの場合は比駿的激し

い他塊を示すが.銀クロム酸カI)ウムの場合には
中火はおこるが圧力上昇は検出されなか

った｡4.

まとめT-P法により各唖酸化剤-セルt,-ス系租

成功の密閉下での燃焼単軌を調べた着果は次のように

まとめら

れる｡tl)T-P法による圧力上昇の速さは靴 耕一tIL

'E)一久系組成物の組成により異なり,仰連

粕 法同様.酸素Jiランスが0付近で政大と

なる.(2)酸化剤-セルtZ-ス系組成物のT-P法に

よる圧力上井の速さからこの系の鵬 の赦しさに

およぽす酸化剤の影野に関する知見を得た｡すな

わち.検肘した酸化剤のうち,オキソハETケン酸

盤系組成物は激しい燃焼を示し.特に過盤来由ア
ンモニウム系組成物はその軽度が大きい｡次いで

.ナトリウム,カリウム アンモニウム.セシウ

ムなどの桶酸盤.カlJサム,十トlJサムなどの亜所

故地.過マンガン酸カlJウムなどの酸化剤系組成

物の燃焼が故しい｡
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